







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 金石本町遺跡 7・8世紀～9世紀 郡津推定地
3 戸水C遺跡 8世紀後半～10世紀 国府津推定地
4 戸水大西遺跡 8世紀後半～9世紀 「宿家」墨書土器
5 畝田B遺跡 9世紀
6 畝田・無量寺遺跡 8世紀後半～10世紀前半 「庄」「市」墨書土器
7 近岡遺跡 9世紀後半 木簡，木製人形
8 戸水B遺跡 8世紀後半～9世紀 「館」墨書土器
9 藤江C遺跡 8世紀後半～9世紀 初期庄園施設？
10 藤江B遺跡 8世紀中頃～9世紀 「石田庄」墨書土器
11 西念・南新保遺跡 8世紀後半～9世紀 人名主体の墨書土器
図13　金沢市畝田・寺中遺跡周辺の地形と遺跡　s＝1／50，000
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図14　金沢市畝田・寺中遺跡ASDOO8出土墨書土器「津司」「天平二年」
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図15金沢市畝田・寺中遺跡出土出挙木簡
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好でない2人を除く5人の人名の上に合点が付されている（おそらくは，倉庫への収納の際のチェ
ックか）ことから，出挙収納に関わるものとみられる。末尾に記された4人は，一段下げて記され，
しかも合点がないことから，未納者と判断できる。本木簡の特色は，籍帳そのままの記載様式であ
り，「戸主阿刀足人」の戸単位に課せられた出挙に関わる記録簡として，きわめて貴重な資料であ
る。
　おそらくは，本木簡は郡司の支配する郡津経営のために，一定の本稲が郡津に分配され，津司はそ
れを周辺の民に出挙し，それを秋に収納した際に，戸別に収納と未納者を記録した札と考えられる。
　加賀郡家は，最近確認された小立野台地先端部，金沢城の南側の広坂遺跡（加賀郡家付属寺院推
定地）周辺と想定できる。その郡家の流通センターとして，犀川河口周辺域に郡津が設定され，津
司が管理運用していた実態が明らかになってきたと推測できるのである。
2　「津長」＿福島県いわき市荒田目条里遺曝【図16】
　荒田目条里遺跡は，福島県いわき市平菅波地内に所在する。夏井川下流の右岸に位置し，太平洋
の海岸より西へ約2．5kmの所にある。夏井川下流域の海岸平野には，現海岸線を除いて，4列の
浜堤列が認められる。最終氷期が終わり，海進に転じ，5000年前頃から海進がすすむ中で第1～第
4浜堤が形成された。第1浜堤は4500年前に，第2浜堤は3900年以前に，現海岸線は1800年ま
でに形成された。遺跡の西方約150mに延喜式内社の大国魂神社がある。大国魂神社の立地する
丘陵の東斜面は弧状をなし，急斜面で海蝕崖である。同神社の南に位置する字砂畑・新屋敷の集落
の位置する微高地は浜堤で海岸線に平行に走る低い砂丘である。これが第1浜堤であって縄文海進
期の海岸線を示している。第2列の浜堤はやや複雑な形をしているが，上大越の石崎付近と思われ
る。荒田目の北部にある田中内北，鼠内は夏井川の自然堤防である。これら第1浜堤，第2浜堤，
自然堤防に囲まれた後背低湿地が条里制地割の水田である。
　現在の土地割と地籍図による復原図を比較すると，明治30年代の耕地整理は大規模な改変では
なく，基本的には条里制地割を踏襲している。すなわち，東西方向の道路や水路が109m間隔に
平行に走り，南北方向も一部を除き，条里の線を引き継いでいる。これらの水田の灌瀧は，少し離
れた谷頭部にある太郎作入溜池，南作上池，菅波入溜池などに溜池を作り，灌概水路を使用してな
された。
　ところで，本遺跡の南東方向へ約1．5kmの所に磐城郡家の中心施設と比定される根岸遺跡があ
る。根岸遺跡は太平洋の現海岸線から西へ約1．4kmの台地上にある。台地上からは，正倉院およ
びその東側には郡庁院の中枢地区が存在していることが確認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいら
　荒田目条里遺跡は，いわき市の中心地である平から東へ4km，夏井川の河口から約3km西方
の右岸の沖積地上に位置し，荒田目条里制遺構のほぼ中央部にある浜堤の裾部，条里制遺構がある
低湿地との境目に立地している。条里制遺構は，東西約600m，南北約1，100　mの規模である。
　1993年に調査された荒田目条里遺跡は，調査範囲1，800m2とわずかであるが，古墳時代前期の
竪穴住居跡1棟，古代の河川を含む溝跡8条，古代から近世の土墳18基が検出された。
　遺物の大半が出土した河川跡（第3号溝跡）は，調査範囲の北側部に，ほぼ西から東に向かって
流れるかたちで発見された。河川は，幅16m以上であり，深さ1～2．5　mほどである。この河川の
379
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　　　図16　いわき市荒田目条里遺跡位置図（いわき市教育委員会　いわき市埋蔵
　　　　　　文化財調査報告72「根岸遺跡』2000年より）
機能した時期は，古墳時代中期から平安時代にかけてのものである。この河川跡の中から祭祀遺物
を中心に多数の遺物が出土した。
　発見された遺物は，その大半が古墳時代から平安時代にかけての約10万点におよぶ土器である。
これらの土器のなかに，人面墨書土器と，200点を越す墨書土器が含まれている。石器・石製品は
剣形・鏡形の滑石製模造品などが77点，土製品では，手捏土器・土玉・土錘・土馬・船形土製品
など64点，金属製品では紡錘車・手斧・馬具・刀子など15点，また，木製品では，木簡38点，絵
馬3点，人・馬・弓・矢などを模したものや，椀・皿・定規・下駄・曲物など，合わせて400点出
土している。なお，低湿地のため胡桃・桃・梅・しうびなどの種や馬骨などが数多く出土している。
　荒田目条里遺跡から出土した木簡は，38点を数えるが，そのうち，特に1号木簡が注目される
【図17】。
　本木簡は紙の符式文書のうち，必要項目のみを簡略に記載した木簡独自の様式となっている。
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　差出は磐城郡司，宛所は「立屋津長伴マ福麿」，「可口召」以下は
事書部分に相当し，欠損部分に召喚される人々の歴名が記載されて
いるであろう。左行は書き止め文言部分とみることができる。
　本木簡は，郡司から立屋津長伴マ福麿に人の召喚を下達した文書である。下端欠損のために詳細
は不明であるが，郡司から津長に符が下され，津の来客のために，津長の管理下の船をあやつるか
じとりや水手，または雑役に従事する津の周辺の人々などが徴発されたと考えられる。本木簡でい
えば，宛所は「立屋津長伴マ福麿」，これまでの郡符木簡においても，その大きな特徴は，郡符は
宛所がそれぞれの官司または官司の責任者であり，その下達の内容は人の召喚に関わるものである。
　津長に関する史料は，延暦12（793）年5月14日付けの東大寺文書中の「津長若鳥里足」の1
例のみしか知られていない。
　おそらく津長は外洋船でやってきた国司などの“客人”を「立屋津」（おそらく夏井川の河口か
らさかのぼった地点であろう，具体的には比定地不明）に迎え，ここで船底の浅い川船に乗り換え
て，夏井川から運河状の河川に進んだのであろう。そして津長に率いられた人々が，運河状の河川
をさかのぼって本遺跡の地で，郡家の役人が召喚人と木簡との照合を行って，のちに木簡を投棄し
たと推測される。
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　この木簡の発見により，地方の有力者であった郡司による津の支配が明らかとなり，優勢を誇っ
た磐城郡司の政治的・経済的活動の拠点が津にあったことも推測できる点，きわめて重要な意義が
ある。
④…一一・新興豪族の居館も河川沿いに船着場を設営
　　　　　　　　　　　　　くユめ
1　新潟県和島村門新遺跡【図18】
　門新遺跡は，新潟県三島郡和島村に所在する。和島村の地形は，三島山地から派生する東側丘
陵・島崎川低地・海岸に面した西側丘陵の，3種に大きく分類され，門新遺跡はこの中の島崎川低
地に位置し，遺跡周辺は昭和20年代の耕地整理まで畑地が点在し，長雨による堪水に際しても帯
状に水が掛からない微高地であった。
　この高まりの性格は，1993～94年の国道116号バイパス建設・県営圃場整備事業に伴う発掘調
査で，微高地の中央部を縦貫して河道跡が発見されたことから，いわゆる自然堤防と推定される。
この旧河道は，旧島崎川あるいは荒巻・三瀬ヶ谷からの出水が集まったものの可能性があり，1993
年度の調査結果から，古墳時代から近世にかけて若干東西に振られながらも，ほぼ同じ位置を流れ
ていたことが明らかになっている。古墳時代から平安時代の段階は，川幅が広く堆積物が粗砂で構
成されるなど，流量の豊富さがうかがえるのに対して，近世の河道は，流路がかなり浅くなり，堆
積物も有機質に富む黒色粘土に変化していることから，水が停滞しがちな淀みのような状態であっ
たらしく，近世末期には消滅していたものと考えられる。
　和島村の所在する島崎川流域は，古代において古志郡に属しており，製鉄跡や須恵器窯跡などの
生産遺跡が多く分布する。また『延喜式』神名帳に記載された古志郡6座のうち3座が流域内に集
中し，7世紀後半の白鳳期に創建された横滝山廃寺が所在し，さらに古代官衙関連の八幡林・下ノ
西遺跡などの存在から古志郡の中枢地域であったと考えられる。
　八幡林遺跡は8世紀前半～10世紀初頭にかけて機能した官衙遺跡であり，遺構と多量に出土し
た文字資料の内容から，古志郡家あるいは古志郡司の大領（長官）に関わる施設ととらえられてお
り，8世紀前半には城柵または関機能を有していた国レベルの施設も併置されていたとされる。ま
た「大家騨」と記された墨書土器の出土から，同駅が八幡林遺跡に近接して存在し，北陸道は従来
考えられていた海岸ルートではなく，島崎川沿いのコースをとることが確実となった。八幡林遺跡
は9世紀中頃を境に急速に衰退し，10世紀前半には機能を停止した。
　この八幡林遺跡の南東800mに下ノ西遺跡が1997年に発見された。下ノ西遺跡は，島崎川低地
の微高地に位置し，北側には島崎川・小島谷川・梅田川の合流点を控え，北陸道が付近を通過する
など，水・陸上交通の要衝の地に立地する。下ノ西遺跡の範囲は，試掘および表面採集調査の結果，
南北200m，東西350mの7万m2に及ぶものと推定される。
　検出された遺構には，掘立柱建物（最大で桁行7間）22棟，1本柱列4条，道路，井戸3基な
どがあり，共伴遺物から8世紀前半～10世紀前半にかけて構築されたものと推定される。遺跡の
具体的な性格については，存続期間がほぼ重なる八幡林遺跡に欠如している機能を補う，郡家関連
382
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図18新潟県門新遺跡とその周辺（新潟県和島村教育委員会『門新遺跡』1995年より）
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施設であった可能性が最も高い。本遺跡から出土した木簡のうち，出挙と国司借貸に関わる記録簡，
国名から書き始める付札の存在は，郡段階で行われたとされる公出挙の事務や，都への貢進物の発
送作業を行う施設が遺跡内部に存在したことを如実にものがたっている。
　全国的に「郡」が変質をとげるこの時期，八幡林遺跡・下ノ西遺跡の廃絶とともに，それに代わ
るように門新遺跡が出現する。
　門新遺跡の調査成果を要約すると，次のとおりである【図19】。
　自然河川の蛇行部によって三方を囲まれた約3200m2の範囲に，11棟の掘立柱建物を中心とす
る多数の遺構が検出された。掘立柱建物の時期は，共伴遺物などから10世紀代のものと考えられ
A～Cの3時期に区分される。10世紀第2四半期頃に位置づけられるB期が遺跡の最盛期であり，
平面積が200m2を超えるSBO1を中心とし，倉庫など6棟の付属建物が伴っている。
　B期には，遺跡の内外を分ける明瞭な外郭施設が存在し，内部も溝・柵などで整然と区分される
など，官衙風の構造を持っている。また，当該期の川岸には船着場状の遺構が確認され，物資の輸
送等に内水面の積極的な利用がうかがえる。B期の建物群は，遺構の内容や漆作業・鍛冶作業など
の手工業生産の存在などから，律令体制崩壊後の新たな地域支配の拠点（開発領主の居宅）であっ
た可能性が高い。C期になると建物の規模が貧弱となり，周囲に畠を伴うなど，開発拠点としての
性格は失われるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　くユの
2　山形県米沢市古志田東遺跡
　米沢市は，山形県の最南端部に位置している。米沢市の東・南・西部の三方は山地・丘陵が取り
囲み，市街地となる中央から北部は米沢盆地の南端にあたる平坦地で，吾妻山地を源流とする最上
川（松川）やその支流となる羽黒川・梓川（天王川）・鬼面川などによって形成された扇状地が広
がっている。
　古志田東遺跡は，松川扇状地の扇央部から末端部にあたり，平坦な水田地帯の標高257mに位
置している【図20】。遺跡の西側は標高500～650mの険しい笹野丘陵が迫り，東側を堀立川が流
れている。遺跡周辺の地形は，東方向は比較的平坦な水田地帯が堀立川に接するように広がってお
り，南方向は緩やかな傾斜を保ちながら上流へと向かっている。北方向も平坦面が自然に下流に延
びている。西側に進むと一変して急な勾配となり，笹野山山麓から延びる台地を寸断するように5
m前後の旧松川によって形成された河岸段丘が発達している。
　旧松川は，縄文後期から晩期にかけて，急速に進路を東側へと変えていった。河川の移動に伴っ
て，残された地域には，窪地状に続く低湿地帯と枝分かれして新たに北流する旧堀立川が緩やかに
流れていたと推測される。肥沃な堆積物で覆われる低湿地は水田耕作に適しており，河川は運河と
しての利用も可能とみた地方豪族らは，河川が大きく蛇行する対岸にその拠点の居館を構えたと考
えられる。
　古志田東遺跡の発掘調査の結果，検出された遺構には，掘立柱建物跡7棟と河川路・土墳跡，井
戸跡・溝跡等があり，遺跡は東西85m×南北90m（約760m2）の範囲に遺存している【図21】。
　掘立柱建物跡（BY1）は，桁行10間（南北24！1　m）×梁行3間（東西84　m）に北側を除く三
面庇を伴う大型建物跡で，庇を含めた建物総面積は約320m2（約97坪）を呈し，平安時代の建物
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跡としては大規模な面積を有することから，主殿
的建物と考えられる。この建物跡の周辺を取り囲
み，倉庫跡（BY3）や厩建物跡（BY4）とみられ
る建物群を含め，他に6棟確認された。
　河川跡（KY5）は，南側から北東方向に蛇行
し，幅10m前後，深さは0．8～1．2mを測る。トレ
ンチ調査により長さ約200mまで確認しており，
BY3南西側付近の東側と対岸の西側で，ほぼ楕
円形の入り江状の張出し部分は船着場とみること
ができる。
　遺物の大半は河川跡から出土したものである。
土器には土師器・須恵器・赤焼土器，木製品では
木簡・木椀・木盤・曲物・物差し・櫛・独楽・弓
・ 鍬・鐙・修羅等がある。土器はほとんど赤焼土
器で，底部がやや小さく器高が高い特徴から，9世
紀中葉～10世紀初頭とされている。墨書土器は約
400点，その内容は「山田」「山田西」「千万」「吉」
「王」などや，呪術的文様墨書土器が約30点ある。
　木簡は15点確認されたが，その主要なものは
次のとおりである【図22】。
　第1号木簡は，「有宗案文」と記された題箋軸
で，「案文」とは文書の控えを意味し，本遺跡内
において，某氏の有宗という人物の作成した文書
を巻子仕立てで保管していたことを示すものであ
る。第2号木簡は，田人（農耕の民）を動員し，
その人数を数度にわたり累計した記録簡であり，
田人のうち，女性が7，8割を占めている点が注
ノ
｛
’
人
第13号木簡
第1号木簡
第3号木簡
菱
メ
杉
パ
轟
炎
襲
F
　　　　　　　　　　　　　　第2号木簡
図22山形県米沢市古志田遺跡出土木簡
　　　（米沢市教育委員会　古志田東遺跡
　　　現地説明会〈1999．8．6＞資料より）
目される。第3号木簡は，第2号と同様，動員した労働者に関する記録である。小子〈4～16歳〉と
いう未成年者を含めて，男性の労働力を258人にも及ぶ大規模に動員した際の記録簡といえる。第
13号木簡は，オモテ面に「口船津運十人」と記され，河川の東船着場より出土したものであり，「船
津」は船着場，「運十人」はその船着場で船荷の荷下ろしに動員された労働者に関する記録簡である。
　結局のところ，本遺跡は，蛇行する河川の段丘上に沿って，大型建物跡を中心に7棟の建物が確認
された。特に三面庇を有する大型建物は主殿と考えられ，県内の古代建物跡では最大級の規模を有
する。また，河川に人工的な船着場を設け，その船着場から上がった箇所に倉庫風建物が確認でき
る。荷の運搬用と思われる修羅は「ソリ」に近い形態であり，河川跡の東岸近くから出土している。
　遺物では，木簡13点をはじめ，多様な木製品と約5，000点におよぶ土器群が河川跡から検出さ
れている。大半の土器は原状に近い状況で出土したと考えられることから，祭祀に使用後，一括廃
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棄されものと推測される。
　遺跡の性格は，十数点の木簡の内容から推して，本遺跡が在地の有力者層の拠点として，大規模
な農業経営と河川を利用した流通を積極的に推進し，多数の労働力を徴発し，独立した行政機能を
も備えた施設であることを如実にものがたっている。9世紀後半から10世紀の地方行政は，国衙
支配の展開と郡の変質をもたらした。王臣家などと結びついて擾頭しつつあった在地勢力は，かつ
てほど郡を媒介として在地を掌握することに積極的な意義を見出しえなくなる。彼らは，従来の郡
家に代わって新たな拠点を設営したと考えられ，中世の地方社会へと連動してゆくものと推測される。
むすびにかえて
　これまでの古代地域支配に関する研究は，専ら政治的支配要因に主眼を置いてきたが，本稿では，
自然環境としての河川との関わりを通して地域支配の実態を明確にすることを目指した。
　以下，小稿では，地域支配と河川については，次の四つの新たな視点から究明を試みてみた。
　まず第1点に，これまで地理的関係から内陸部とみられた地域の中に，外洋に面する河口と同様
に，直線的に河川が外洋につながり，“第二河口”として位置づけられた地域が存在したことがあ
げられる。その事例として，北上川と陸奥国磐井地方（後に平泉が置かれた所）および太日川と下
野国寒川郡をとりあげた。
　第2点は，宮都や城柵のような国家施設造営にあたり，水運の便を十分に活用するために宮都や
城柵内部に河川を引き込む形で占地することである。しかし，それは水害という危険因子を同時に
抱え込むことを意味している。いいかえれば，これまで宮都や城柵（長岡京や志波城の例）につい
て，移転の理由に水害を直接的事由としてあげてきたが，水運の便と水害は背中合わせの関係にあ
り，造営当初より十分予測されていたと考えられる。したがって，造営計画の段階で，長岡京は平
安京へ，志波城は徳丹城への移転はおそらく予期されていた可能性があり，一連の造営事業とみな
すこともできるのである。
　第3点としては，地方豪族の支配拠点は外洋に望む河口部にあり，そこに「津司」および「津
長」が存在したことをあげた。すなわち，令制下において郡津として「津司」という官職および施
設が置かれ，その津司には「津長」という責任者が存在し，津に出入りする客（国司など）に対応
したであろう。また，その津の運営費用は，津の周辺の民に出挙し，捻出していたことが，畝田・
寺中遺跡出土木簡で確認された。
　第4点は，9世紀後半から10世紀にかけて，在地で新たに撞頭してきた豪族層の拠点施設は，
川を取り込み，船着場を設けていたことである。その施設内での手工業的生産や農業経営の活発な
様相は，近年の新潟県門新遺跡や山形県古志田遺跡の発掘調査成果からうかがい知ることができる。
新興豪族層の活発な生産活動は，河川によって促進されたものと考えられる。
　以上の4点に加えて，最後に全体に関わる重要な視点として，次の二つを提示した。
　一つは河川の運行に曳船方式を重視しなければならないとしたことである。この曳船による輸送
は，沿岸の安全確保，つまり治安維持が必要条件となるのである。「田夷」を冠した遠田郡領の勢
力基盤も，北上川沿岸を支配し，その水運を磐井地方の勢力との連携によってその手中に収めてい
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たことによることが明らかとなった。
　もう一つは，地域支配の拠点は河川と結びつき，その河川を活用するために津を設定するという
ことである。その場合，河川の本流に津を設定せず，その本流に注ぎ込む支流に津が置かれる場合
が多い。本流へ接続する支流がない場合は，人為的に運河を掘削してそこに津を設置し物資を曳船
で運漕している。
　さらに付け加えるならば，河川交通と陸上交通とは，必ず結節している。すなわち，河・潟など
の津は陸路に接続している。水上を運漕した物資は津で陸揚げされ，さらに陸路で運送されたので
ある。
　小稿は，古代の地域支配と河川との関わりについて概述してきたが，今後，河川の自然環境とし
ての多様な実態をさらに詳細に分析し，地域社会の動きといかに関わったか究明していきたい。
註
（1）一下野国寒川郡の歴史的意義については，小山市
博物館『第34回企画展　下野国寒川郡一古代・中世の
軌跡一』（1997年）展示図録で詳細に紹介している。小
稿でもその成果に依拠し，一部引用させていただいた。
（2）一牡鹿地方が古代陸奥国北部への入り口として位
置づけられ，梅の道”で九十九里沿岸の上総国武射郡
地方や紀伊水軍との関連が密接であったことは，すでに
拙稿「海道・牡鹿地方」（石巻市史編さん委員会『石巻
の歴史』第6巻，特別史編，1992年）で詳細に触れて
いるので参照してほしい。
（3）一『続日本紀』延暦9年5月庚午条
　　陸奥国言。遠田郡領外正八位上勲八等遠田公押人款
　　云。己既洗濁俗。更欽清化。志同内民。風仰華土。
　　然猶未免田夷之姓。永胎子孫之恥。伏望。一同民例。
　　欲改夷姓。於是賜姓遠田臣。
（4）　　註（3）に引用した『続日本紀』延暦9年5月庚
午条，および以下の『日本後紀』弘仁3年9月戊午条が
あげられる。
　　陸奥国遠田郡人勲七等竹城公金弓等三百九十六人言。
　　己等未脱田夷之姓。永胎子孫之恥。伏請改本姓為公
　　民。被停給禄。永奉課役者。勅可。唯卒従課役。難
　　勧遺類。宜免一身之役。仰賜勲七等竹城公金弓。勲
　　八等黒田竹城公継足。勲九等白石公真山等男女一百
　　廿二人陸奥磐井臣。（下略）
（5）　　註（4）の引用史料。
（6）　　静岡県富士川町史編纂委員会編『富士川町史』
（1962年）より引用。
（7）一以下，長岡京の造営と遷都および立地環境につ
いては，次の文献を参考にした。
　イ，林陸朗『長岡京の謎』新人物往来社，1972年
　ロ，中山修一編『よみがえる長岡京』京都新聞社，
　　1984年
　ハ，日下雅義「古代都京の立地環境」（『長岡京古文化
　　論叢』所収，同朋舎出版，1986年）
　二，拙稿「造都と征夷」（橋本義彦編『古文書の語る
　　日本史』2，平安所収，筑摩書房，1981年）
（8）　　小林清『長岡京の新研究』比叡書房，1975年
（9）一志波城跡の発掘調査成果などについては，盛岡
市教育委員会「志波城跡1』1981年など。
（10）一徳丹城跡の外郭東部地区の発掘調査成果などに
ついては，『矢巾町教育委員会徳丹城跡一第40・第41次発
掘調査一』（1996年）以降，各年次の調査報告書による。
（11）　　矢巾町教育委員会『徳丹城跡一第49次発掘調
査一』2001年
（12）一石川県埋蔵文化財センター「石川県埋蔵文化財
情報』第3号，2000年，「石川・畝田・寺中遺跡」（木
簡学会「木簡研究』第22号，2000年）
（13）一いわき市教育委員会『荒田目条里遺跡木簡調査
略報　木簡が語る古代のいわき』1996年
（14）一新潟県和島村教育委員会『門新遺跡』（和島村
文化財調査報告書第4集，1995年）
（15）一米沢市教育委員会『米沢市埋蔵文化財調査報告
書第70集　古志田東遺跡』2000年
　　　　　　　（国立歴史民俗博物館歴史研究部）
（2000年12月25日受理，2001年9月4日審査終了）
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Regional　Control　and　Rivers　in　Ancient　Times
HIRAKAwA　Minami
The　current　state　of　Japanese　historical　studies　is　one　which　strives　to　show　an　accurate　repre－
sentation　of　the　history　of　interaction　between　man　and　nature．　In　this　paper，　the　author　tries　to
identify　the　circumstances　of　regional　control　through　man’s　involvement　with　rivers　as　a　natu－
ral　enVirOnment．
　　　The　writer　investigated　the丘）110wing　fbur　points　in　terms　of　regional　controi　and　rivers．
　　　1．Among　places　that　have　been　considered　inland　areas，　there　existed　locations　that　had　riv・
ers　that　connected　directly　to　the　ocean，　and　were　in　reality　considered“secondary　estuaries”，
the　same　as　estuaries　facing　onto　the　ocean．　The　Kitakami　River　in　the　Iwai　region　of　the
ancient　province　of　Mutsu　and　the　Futohi　River　in　the　Shimotsuke　Samukawa　region　are　such
examples．
　　　2．Facilities　constructed　by　the　nation，　such　as　at　Kyuto（Place　of　Royal　Authority）and　Josa－
ku（fOrt），　were　located　inland　to　draw　rivers　in　to　fully　utilize　water　transport．　However，　that
raised　the　problem　of　the　natural　disaster　of　flooding　at　the　same　time．　In　other　words，　up　to
this　point　nood　damage　has　been　thought　to　be　the　direct　cause　of　the　disuse　of　the　old　capital
in　Nagaokakyo　or　Shiwajo　Fort．　However，　this　potentiality　fbr　flooding　could　have　been　enough
estimated　from　the　start　of　construction．　Thus，　it　is　possible　to　consider　that　it　was　expected
from　the　construction　planning　stage　that　this　was　a　sequenced　undertaking　in　which　a　transfer
would　occur　from　Nagaokakyo　to　Heiankyo　and　from　Shiwajo　Fort　to　Tokutanjo　Fort．
　　　3．“Tsμηo’sμ々αsα”（the　port　of6ce）was　established　to　control　harbors　and　estuaries　that
looked　out　on　the　ocean　and　functioned　as　district　ports，　was　established　under　the　Ritsuryo　sys－
tem．　The　activities　of“7㌦η00sα”（head　of丘cial　of　ports）who　was　responsible　fbr　overseeing
those　entering　and　leaving　the　ports　are　known　from　the脚々肋η（wooden　tablets　with　ofncial
message）excavated　from　sites　located　in　the　Iwaki　county　of　Mutsu　province　and　the　Kaga
county　of　Echigo　province．
　　4．Results　of　excavation　surveys　in　recent　years　from　the　Kadoshin　Sites　in　Niigata　Prefec－
ture　and　the　Furushida　Sites　in　Yamagata　Prefecture　show　that　from　the　latter　half　of　the　ninth
century　to　the　tenth　century，　facilities　that　were　the　bases　fOr　powerful　clans　appeared　in　var一
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i皿splaces．　Rivers　were　rerouted，　boat　docks　were　built，　and　agricultural　administration　and
handicraft　production　activities　took　place　within　the　facilities．　In　addition，　it　was　emphasized
that　movement　along　the　rivers　in　ancient　times　was，　as　in　modern　times，　conducted　by　tug－
boats．
　　　In　this　paper，　the　writer　has　outlined　the　points　above　concerned　the　relationship　between
regional　control　in　ancient　time　and　rivers．　In　the　future，　he　hopes　to　further　analyze　the　various
conditions　of　rivers　as　natural　environment　and　to　further　investigate　how　the　rivers　were　in－
volved　in　the　formation　of　regional　society．
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